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研究成果の概要（和文）：

本研究は、古代ローマ時代のイタリア半島の主要港湾都市をローマおよび主要地方根幹都市
との連関で，その形成・構造・変遷を経済・文化・宗教的諸側面に注目して追求することで、
斬新な新知見を提案することをめざすものである。現地調査において、各調査地点の考古遺跡
管理事務所との友好関係を維持することができたこともあって、所期の目的は十分に達成する
ことができた。特に堀教授の３D レザースキャナ技術は効果的で、その精密測量のデータはこ
れからの研究にも有効活用されるはずである。

研究成果の概要（英文）：
The main theme of this research is the new geopolitical analysis of the formations,

functions, and transitions of ancient Roman harbor cities, which had maintained the
consumption of the imperial capital Roma and other main cities, especially by taking notice
of the economic, cultural and religious aspects.

For our 3 years field researches, our object was enough achieved the brilliant results ,
in greatest favorable cooperation with the Soprintendenzas of Ostia Antica, Pompeii,
Pozzuoli(ancient name :Puteoli), and scholars of Aquileia. Particularly, Professor Hori's
3D Laser Scanning Technology had the very successful effect. This precise measurement data
will effectively help to be utilized by our future studies.

交付決定額
（金額単位：円）

直接経費 間接経費 合 計

2010 年度 6,100,000 1,830,000 7,930,000

2011 年度 4,400,000 1,320,000 5,720,000

2012 年度 3,600,000 1,080,000 4,680,000

総 計 14,100,000 4,230,000 18,330,000

研究分野：人文学

科研費の分科・細目：史学・西洋史

キーワード：古代ローマ史、オスティア、ポンペイ、建築史、美術史、考古学、3D 実測、ポ

ッツオリ

１．研究開始当初の背景
本研究は、古代ローマ時代のイタリア半島

の主要港湾都市を、その存在意義の本源であ
る帝都ローマおよび主要地方根幹都市との連
関を重視し，港湾都市の形成・構造・変遷を、

とりわけ経済・文化・宗教的諸側面に注目し
つつ、立体的・多面的に追求することで、従
来の研究の再統合を試み、斬新な新知見を提
案することをめざすものだった。
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リサーチ候補地としては、帝都ローマの外
港オスティアの他、ナポリ湾沿岸都市（プテ
オリ、ポンペイ等）及びアドリア海最奥部ア
クイレイアを重点にし、現地考古遺跡管理事
務所や現地研究者との交流の端緒も得ること
で、現地の表面調査を円滑に実施するように
努める。

その際、従来の文献的・考古調査資料に依
拠するのみならず、先行研究できわめて有効
だった最先端光学機器による 3D 精密測量を
実施し、その成果を分野横断的に活用するこ
とで研究の新展開を期す。

２．研究の目的
古代地中海世界各地から帝都ローマに流

入した物資や外来思想・宗教の橋頭堡として
の港湾都市の地政学的位置づけを、従来の研
究水準とは一線を画する新論点から論究す
る。

３．研究の方法
従来の伝統的な文献的・考古調査資料に依

拠するのみならず、精緻な３D測量のデータ
をもとにして、可能な限り最新の数値に裏打
ちされた根拠に基づいて、分野横断的に活用
することで、研究の新展開を期す。

４．研究成果
本科研の実施により、イタリアのオスティ

ア・アンティカやポンペイ、プテオリの考古
遺跡管理事務所との良好な関係を築くこと
ができたし、アクイレイアについても現地調
査をになっている研究者と交流することが
できたので、他の追従を許さないまでに遺跡
での実態研究を推進できたと自負している。
とりわけ、今後特にポンペイ出土の獣骨研究
への端緒をえることができたのは大きな成
果と自認している。

研究成果は各研究分担者により以下のよ
うに、順次順調に公表されつつある。
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